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戦
闘
ラ
ッ
パ
の
け
た
た
ま
し
い
響
き
と
共
に
、
番
兵
の

大
声
「
総
員
！ 

戦
闘
配
置
に
つ
け
！
」
、
が
ば
っ
と
跳
ね

起
き
、
ベ
ッ
ト
整
頓
、
受
持
ち
の
零
戦
へ
。
本
日
第
一
発

進
の
三
機
（
偵
察
機
二
機
・
戦
闘
機
一
機)

こ
の
戦
闘
機
一

機
が
我
が
班
の
受
持
ち
で
あ
る
。 

 

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
九
月
〇
〇
日
、
我
が
航
空

母
艦
「
翔
鶴
」
は
ト
ラ
ッ
ク
島
軍
港
の
基
地
を
出
撃
、
南

方
洋
上
ソ
ロ
モ
ン
海
域
を
南
下
す
。
第
三
航
空
艦
隊
の
旗

艦
と
し
て
、
二
番
艦
「
瑞
鶴
」
、
三
番
艦
「
瑞
鳳
」
の
順
に

索
敵
行
動
と
敵
航
空
機
の
攻
撃
を
想
定
し
た
過
酷
な
訓
練

を
続
行
し
つ
つ
南
下
を
つ
づ
け
る
。 

 

十
月
二
十
五
日
「
空
母
五
、
六
隻
を
含
む
、
大
艦
隊
北

上
中
、
サ
ン
タ
ク
ル
ズ
諸
島
北
方
〇
〇
地
点
」
、
「
敵
艦
隊

は
空
母
六
、
戦
艦
、
重
巡
、
軽
巡
等
六
十
隻
以
上
を
認
め

る
。
敵
は
得
意
の
輪
形
陣
を
組
み
つ
つ
あ
り
」
等
の
入
電

が
つ
づ
く
。 

 

い
よ
い
よ
明
朝
か
ら
戦
闘
だ
。
前
夜
か
ら
飛
行
甲
板
に

待
機
さ
せ
た
第
一
発
進
の
三
機
、
そ
の
一
機
の
零
戦
の
チ

ョ
ー
ク
（
車
輪
止
）
を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
外
す
仕
事
が
、

私
と
同
期
の
斉
藤
の
仕
事
だ
。
我
が
班
長
が
乗
り
込
み
エ

ン
ジ
ン
を
掛
け
る
。
三
分
後
に
は
エ
ン
ジ
ン
全
開
の
試
験

を
繰
り
返
す
。
物
す
ご
い
推
進
力
に
よ
っ
て
チ
ョ
ー
ク
を

乗
り
越
え
そ
う
な
勢
い
。
そ
こ
は
今
日
ま
で
の
訓
練
に
よ

っ
て
得
た
技
に
よ
っ
て
乗
り
切
る
。 
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こ
の
頃
か
ら
艦
の
速
度
は
最
大
速
に
近
く
、
向
か
い
風

も
加
わ
っ
て
強
風
の
連
続
で
あ
る
。
艦
の
機
関
も
最
大
出

力
と
思
わ
れ
る
振
動
が
、
こ
の
飛
行
甲
板
上
に
も
伝
わ
っ

て
来
る
。
飛
行
機
も
最
高
出
力
の
試
験
中
も
ち
ょ
っ
と
の

油
断
で
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
海
中
へ
直
行
だ
。 

 

続
い
て
搭
乗
員
（
飛
行
兵
）
が
乗
り
込
み
、
班
長
が
当

機
の
エ
ン
ジ
ン
、
そ
の
他
を
点
検
し
「
異
常
無
し
」
の
伝

達
が
あ
る
。
深
く
う
な
ず
い
て
敬
礼
す
る
。
班
長
も
敬
礼

を
返
し
、
な
お
彼
の
背
を
叩
い
て
再
度
敬
礼
す
る
。 

 

座
席
に
つ
く
と
、
再
々
の
全
開
試
運
転
を
繰
り
返
す
。

三
機
そ
ろ
っ
て
Ｏ
Ｋ
の
サ
イ
ン
が
出
る
。
三
機
の
前
方
に

仁
王
立
ち
の
掌
飛
行
長
に
よ
っ
て
振
ら
れ
る
手
旗
に
従
い

一
機
づ
つ
発
進
し
て
行
く
。
飛
行
甲
板
の
両
側
に
並
ぶ
将

兵
も
皆
手
を
振
り
、
ハ
ン
カ
チ
を
か
ざ
し
て
見
送
る
。 

 

私
は
零
戦
の
プ
ロ
ペ
ラ
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
、

チ
ョ
ー
ク
を
押
さ
え
て
飛
行
甲
板
を
滑
ら
せ
て
、
ポ
ケ
ッ

ト
（
作
業
員
待
機
所
）
へ
飛
び
込
む
。（
先
刻
、
ポ
ケ
ッ
ト

に
投
げ
込
ま
れ
た
厚
い
三
機
分
の
シ
ー
ト
が
、
後
に
私
を

含
め
整
備
員
と
兵
器
員
の
命
を
救
う
）
。
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

は
戦
闘
中
の
飛
行
機
が
燃
料
及
び
機
関
銃
の
弾
丸
の
補
給

の
た
め
に
着
艦
す
る
の
で
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
燃

料
補
給
用
ホ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

 

先
発
三
機
に
つ
い
て
第
二
、
第
三
と
発
進
が
続
き
、
全

機
の
発
進
が
終
了
、
航
空
母
艦
が
全
速
を
出
し
た
た
め
護

衛
艦
の
大
半
は
追
い
付
け
な
い
。
重
巡
洋
艦
の
最
新
鋭
の

「
大
淀
」
と
軽
巡
洋
艦
二
、
後
は
駆
逐
艦
四
隻
の
み
で
あ

る
。
近
代
航
空
戦
に
は
時
代
遅
れ
の
大
戦
艦
は
無
用
の
長

物
と
言
う
外
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
古
い
戦
艦
、
重
巡
は
、

た
だ
出
撃
の
と
き
隊
列
を
整
え
る
に
止
ま
る
。 

 

既
に
足
の
早
い
空
母
三
隻
は
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
海
域
に

入
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

う
ね
り
は
大
き
い
け
れ
ど
も
波
は
見
え
な
い
。
油
を
流

し
た
よ
う
な
海
面
を
大
き
く
右
に
旋
回
、
北
に
向
い
て
航

海
を
始
め
る
。
「
翔
鶴
」
に
続
い
て
「
瑞
鶴
」
「
瑞
鳳
」
も
。

し
か
し
護
衛
艦
は
巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
合
わ
せ
て
二
十
隻
に

は
足
り
な
い
。
足
の
遅
い
戦
艦
な
ど
一
隻
も
い
な
い
の
だ
。 

 

昨
日
ま
で
の
第
三
航
空
艦
隊
の
陣
容
は
、
中
央
一
列
に

「
翔
鶴
」「
瑞
鶴
」「
瑞
鳳
」
、
右
舷
に
戦
艦
「
武
蔵
」
以
下
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二
隻
、
左
舷
は
戦
艦
「
大
和
」
以
下
二
隻
、
前
方
に
「
大

淀
」
ほ
か
重
巡
二
、
「
武
蔵
」
の
右
舷
に
巡
洋
艦
二
、
駆
逐

艦
五
、
左
舷
の
「
大
和
」
の
左
舷
に
も
右
舷
と
同
様
の
隊

列
、
後
方
に
は
巡
洋
艦
二
、
駆
逐
艦
三
と
い
う
堂
々
た
る

艦
隊
行
動
で
あ
っ
た
。 

 

我
々
新
乗
組
員
は
知
ら
ぬ
こ
と
と
は
い
え
、
一
番
空
爆

を
受
け
易
い
艦
の
左
舷
、
飛
行
甲
板
最
後
尾
の
ポ
ケ
ッ
ト

に
い
て
、
次
に
来
る
補
給
の
た
め
の
零
戦
を
待
っ
て
い
る
。

十
数
人
、
正
に
死
を
待
っ
て
い
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
後
で
判
っ
た
事
だ
が
、
誰
も
教
え
な
い
。 

 

全
機
発
艦
し
終
っ
て
、
二
十
～
三
十
分
過
ぎ
た
時
、
艦

の
後
方
に
友
軍
機
が
く
る
。
艦
の
飛
行
甲
板
は
着
艦
準
備

が
早
々
整
い
待
つ
こ
と
二
分
、
一
機
ま
た
一
機
、
三
機
が

帰
艦
す
。
一
機
は
被
弾
の
た
め
直
ち
に
修
理
に
掛
る
。
そ

の
た
め
リ
フ
ト
を
使
っ
て
格
納
庫
へ
。
残
り
の
二
機
に
燃

料
と
弾
丸
を
補
給
し
て
直
ち
に
発
進
さ
せ
る
予
定
で
一
機

は
無
事
発
進
す
る
。
そ
の
時
艦
内
の
拡
声
器
か
ら
「
前
方

〇
度
か
ら
敵
戦
闘
爆
撃
機
」
と
。
次
の
一
機
は
、
い
ざ
発

進
の
寸
前
で
あ
っ
た
。 

 

ど
う
す
る
の
か
「
飛
行
士
は
、
南
京
空
爆
の
頃
の
生
き

残
り
の
有
名
な
〇
〇
兵
曹
長
」
で
あ
っ
た
と
後
で
聞
く
。

本
人
の
強
い
意
志
に
よ
っ
て
、
彼
の
戦
闘
機
は
発
艦
直
後

か
ら
敵
機
に
向
か
っ
て
上
昇
す
る
。
不
可
能
と
い
わ
れ
て

い
る
、
下
降
し
て
突
っ
込
ん
で
来
る
敵
機
に
ま
っ
し
ぐ
ら
、

敵
も
逃
げ
な
い
。
艦
の
前
方
八
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
上

空
で
両
機
は
火
の
玉
と
な
っ
て
落
ち
た
。
こ
れ
が
最
前
線

の
戦
い
で
あ
る
。
内
地
に
い
る
高
級
将
校
に
ど
こ
ま
で
、

こ
の
よ
う
な
前
線
の
む
ご
さ
が
分
っ
て
い
る
か
。 

 

我
が
艦
の
二
連
装
高
射
砲
、
三
連
装
機
関
砲
が
一
斉
に

火
を
噴
く
。
身
体
の
奥
ま
で
「
ず
し
ん
ず
し
ん
、
が
ん
が

ん
」
と
、
訓
練
中
の
も
の
よ
り
一
段
と
強
い
。
艦
の
外
を

見
る
と
、
重
巡
、
軽
巡
、
駆
逐
艦
に
敵
機
が
群
が
っ
て
攻

撃
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
軽
巡
一
隻
が
群
が
る
爆
撃
と
魚

雷
を
か
わ
し
切
れ
ず
、
真
中
か
ら
二
つ
に
折
れ
て
轟
沈
。

次
に
駆
逐
艦
ま
で
魚
雷
の
餌
食
と
な
っ
て
物
す
ご
い
火
柱

を
上
げ
沈
没
、
間
髪
を
入
れ
ず
我
が
艦
に
も
敵
機
の
攻
撃

が
始
め
ら
れ
た
。 

 

機
関
砲
の
徹
甲
弾
、
曳
光
弾
、
焼
夷
弾
の
雨
と
打
ち
上
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げ
ら
れ
る
中
、
ま
た
高
射
砲
の
花
火
の
ご
と
く
ば
ら
ば
ら

と
炸
裂
す
る
中
を
、
そ
の
弾
丸
に
向
か
っ
て
真
一
文
字
に

突
っ
込
ん
で
来
る
。
な
お
自
身
を
鼓
舞
す
る
た
め
か
、
し

ゃ
に
む
に
機
関
銃
を
発
射
す
る
。
こ
の
攻
撃
振
り
は
見
上

げ
た
度
胸
、
ア
メ
リ
カ
兵
は
弱
い
、
な
ん
て
デ
マ
だ
。
物

凄
い
集
中
力
、
技
術
力
、
ヤ
ン
キ
ー
魂
で
あ
る
。
下
方
は

海
面
す
れ
す
れ
に
飛
ぶ
。
我
が
艦
の
飛
行
甲
板
の
高
さ
に

比
べ
て
半
分
、
海
面
十
メ
ー
ト
ル
位
の
と
こ
ろ
を
魚
雷
を

抱
い
た
奴
が
、
適
確
な
方
向
と
距
離
で
魚
雷
を
ぶ
っ
放
す
。 

 

そ
の
魚
雷
の
航
跡
を
見
極
め
る
ご
と
く
我
が
「
翔
鶴
」

の
か
わ
し
方
の
う
ま
さ
で
あ
る
。
実
に
よ
く
出
来
た
艦
で
、

そ
の
上
運
用
術
の
見
事
さ
と
操
舵
の
正
確
な
こ
と
で
あ
る
。

全
速
力
三
十
八
ノ
ッ
ト
、
そ
の
上
に
右
、
左
と
方
向
を
変

え
、
魚
雷
を
か
わ
し
、
ま
た
上
か
ら
来
る
グ
ラ
マ
ン
の
急

降
下
に
備
え
て
、
こ
の
大
き
な
艦
が
右
に
左
に
曲
が
る
度

に
大
き
く
傾
く
。
艦
内
の
火
砲
は
全
門
が
撃
ち
ま
く
る
。

騒
然
、
喧
噪
、
轟
音
が
バ
ン
バ
ン
、
ド
ン
ド
ン
と
す
ざ
ま

じ
い
。 

 

「
右
舷
、
艦
橋
の
前
方
三
十
メ
ー
ト
ル
に
二
発
の
至
近

弾
炸
裂
せ
り
」
「
負
傷
者
あ
り
」
と
艦
の
拡
声
器
が
叫
ぶ
。

同
時
に
我
等
整
備
員
の
待
機
所
（
ポ
ケ
ッ
ト
）
の
す
ぐ
下
、

艦
の
左
舷
最
高
部
の
高
射
砲
と
機
関
砲
甲
板
に
敵
爆
弾
が

命
中
、
こ
れ
の
破
裂
に
よ
っ
て
機
関
砲
の
自
動
回
転
式
銃

座
三
基
、
三
連
装
機
関
砲
二
基
、
そ
し
て
下
士
官
兵
は
跡

形
も
な
く
飛
ば
さ
れ
た
。
そ
ば
の
高
射
砲
二
基
と
士
官
及

び
下
士
官
、
兵
も
半
数
が
戦
死
（
多
数
の
者
が
飛
ば
さ
れ

て
遺
体
な
し
）
す
る
。 

 

我
等
の
ポ
ケ
ッ
ト
も
、
爆
烈
の
熱
風
と
破
片
に
よ
っ
て

吹
き
飛
ん
だ
者
二
人
、
次
の
場
所
に
い
た
Ｉ
君
（
爆
撃
機

の
整
備
員
）
は
、
前
頭
部
か
ら
後
に
抜
け
た
鉄
片
に
や
ら

れ
て
即
死
。
次
の
兵
器
係
の
兵
は
顔
の
半
分
と
片
腕
が
鉄

の
破
片
に
切
り
取
ら
れ
、
こ
れ
も
ま
た
即
死
同
様
で
、
我

等
が
気
付
い
た
時
は
既
に
駄
目
だ
っ
た
。
そ
の
次
に
い
た

私
は
お
で
こ
に
か
す
り
傷
、
服
の
上
か
ら
右
腕
と
右
肩
に

小
さ
な
破
片
が
さ
さ
る
。
私
よ
り
後
部
に
い
た
皆
は
、
無

事
。
厚
い
シ
ー
ト
の
重
な
っ
た
上
に
乗
っ
て
い
た
の
が
幸

い
し
て
、
数
分
間
の
気
絶
だ
け
で
済
ん
だ
。 

 

二
、
三
分
後
と
思
わ
れ
る
が
、
今
度
は
我
々
の
い
た
所
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よ
り
約
七
、
八
十
メ
ー
ト
ル
前
部
に
一
発
命
中
、
火
災
は

大
き
い
。
強
い
悪
臭
と
煙
が
我
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
降
り
掛
っ

て
来
た
。
こ
の
煙
が
、
一
時
的
に
気
を
失
っ
た
ポ
ケ
ッ
ト

内
の
十
二
人
を
気
付
か
せ
た
。
首
を
の
ば
し
て
飛
行
甲
板

を
見
る
と
、
右
舷
の
方
は
煙
が
少
な
い
。
敵
機
の
機
銃
掃

射
等
を
気
に
せ
ず
、
右
舷
に
向
か
っ
て
進
も
う
と
決
し
、

皆
で
助
け
合
っ
て
防
毒
マ
ス
ク
を
着
用
、
飛
行
甲
板
へ
上

る
。 

 

第
三
リ
フ
ト
（
前
か
ら
三
番
目
の
最
後
尾
、
攻
撃
機
用
）

が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
程
カ
マ
ボ
コ
状
に
曲
っ
て
、
そ
の
下

か
ら
煙
が
上
り
始
め
て
い
る
。
甲
板
に
は
、
鉄
や
ジ
ュ
ラ

ル
ミ
ン
の
破
片
が
散
ら
ば
り
、
そ
の
中
に
兵
員
の
死
体
も

五
、
六
体
、
な
お
見
る
と
掌
飛
行
長
も
発
進
指
令
用
の
旗

を
握
っ
た
ま
ま
戦
死
し
て
お
ら
れ
る
。
強
風
に
飛
ば
さ
れ

ぬ
よ
う
、
同
時
に
敵
の
機
銃
弾
を
浴
び
ぬ
よ
う
に
匍
匐
前

進
し
て
素
早
く
右
舷
機
関
銃
甲
板
に
取
り
付
く
。 

 

早
速
仕
事
が
待
っ
て
い
た
。
そ
の
機
銃
三
基
の
指
揮
官

よ
り
「
こ
の
場
の
機
銃
三
基
は
使
用
不
能
」
と
。
右
舷
最

後
部
に
至
近
弾
が
爆
発
し
た
た
め
に
兵
は
半
数
負
傷
と
戦

死
、
弾
だ
け
残
っ
た
。
こ
の
隊
の
生
き
残
り
の
兵
は
機
関

銃
の
弾
を
前
方
の
生
き
た
銃
座
へ
運
ん
で
い
る
。
手
伝
っ

て
く
れ
と
頭
を
下
げ
ら
れ
た
。 

 

全
員
承
諾
し
、
肩
に
銃
弾
ケ
ー
ス
を
乗
せ
ら
れ
る
。
重

い
、
こ
の
重
さ
に
耐
え
て
飛
行
甲
板
を
百
五
十
メ
ー
ト
ル

の
向
い
風
に
抗
し
て
行
く
の
だ
。
足
元
は
艦
の
側
面
は
ラ

ッ
パ
状
に
開
い
て
破
裂
、
飛
行
甲
板
も
所
々
吹
き
飛
ん
で

し
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
先
方
の
機
関
砲
は
下
か
ら
運
ば

れ
て
来
る
弾
丸
の
昇
降
機
が
や
ら
れ
て
、
人
力
で
持
ち
上

げ
る
た
め
量
が
少
な
く
因
っ
て
い
る
と
い
う
。
敵
機
の
機

銃
弾
に
当
ら
ば
当
れ
、
そ
れ
ま
で
の
命
だ
。 

 

五
分
近
く
掛
っ
た
と
思
う
が
や
っ
と
運
搬
役
か
ら
解
放

さ
れ
る
。
周
り
を
見
る
と
私
を
入
れ
て
七
人
、
他
の
兵
は
、

海
に
落
ち
た
か
？ 

運
が
良
け
れ
ば
後
続
の
駆
逐
艦
が
拾

っ
て
く
れ
る
の
だ
と
聞
く
。 

 

少
年
時
代
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
得
意
の
運
動
神
経

が
こ
の
時
役
だ
っ
た
。
「
お
国
の
た
め
に
な
っ
た
か
な
、
艦

の
護
り
に
少
し
役
だ
っ
た
」
と
一
瞬
思
う
。
艦
橋
下
ま
で
、

朝
食
の
お
に
ぎ
り
を
運
ん
で
来
た
主
計
兵
の
人
の
良
さ
そ
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う
な
お
っ
さ
ん
が
、
「
ボ
ー
ヤ
、
整
備
分
隊
の
艦
攻
、
艦
爆
、

戦
闘
機
そ
れ
ぞ
れ
全
隊
員
の
朝
食
が
戦
闘
機
の
第
一
格
納

庫
に
あ
る
。
早
く
行
っ
て
、
ほ
う
ば
れ
や
」
と
に
っ
こ
り

笑
っ
て
七
人
を
う
な
が
し
て
く
れ
た
。 

 

私
の
属
す
る
戦
闘
機
分
隊
の
零
戦
係
の
下
士
官
、
兵
な

ど
多
数
が
食
事
に
集
ま
っ
て
お
り
「
オ
ー
寺
島
、
生
き
て

い
た
か
」
と
迎
え
て
く
れ
る
。
中
に
は
抱
き
付
い
て
来
る

上
官
等
も
い
た
。
衛
生
兵
が
お
で
こ
と
右
腕
、
右
肩
に
応

急
手
当
の
消
毒
を
し
て
く
れ
る
。
病
室
は
満
員
、
士
官
食

堂
ま
で
重
傷
の
火
傷
や
片
手
片
脚
の
者
多
く
、
約
五
百
人

は
負
傷
者
が
い
る
と
い
う
。 

「
戦
闘
機
」
は
仲
間
内
で
は
「
戦
斗
キ
」
と
書
く
。 

 

残
り
の
む
す
び
一
個
を
か
じ
り
な
が
ら
艦
の
火
災
時
の

持
場
や
左
艦
飛
行
甲
板
六
番
の
消
火
栓
に
駆
け
つ
け
る
。

先
輩
二
人
が
既
に
駆
っ
て
い
て
「
寺
島
！ 

良
く
生
き
て

い
た
」
「
さ
ー
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
火
に
向
お
う
」「
筒
先

は
お
前
の
仕
事
だ
っ
た
な
」
「
敵
の
機
銃
掃
射
は
め
く
ら

打
だ
」
「
恐
れ
る
な
」
「
も
っ
と
前
に
進
め
」
「
火
に
近
付

け
」
等
と
先
輩
兵
長
の
声
。
「
良
し
」「
水
を
送
る
ぞ
」
「
消

火
栓
の
元
栓
を
切
る
」
の
声
と
共
に
力
強
い
答
え
が
あ
っ

て
水
が
走
り
出
す
。
筒
先
を
炎
に
向
け
て
頑
張
る
。
四
、

五
分
後
、
我
が
艦
の
機
銃
と
高
射
砲
の
音
が
止
む
。 

 

艦
内
拡
声
器
か
ら
「
敵
攻
撃
が
し
ば
ら
く
な
い
。
夕
暮

れ
ま
で
に
手
明
き
の
総
員
は
消
火
に
掛
れ
、
別
動
隊
は
排

水
に
掛
れ
」
と
。
気
が
つ
く
と
艦
が
右
舷
に
五
度
ぐ
ら
い

傾
い
て
い
る
。 

 

し
ば
ら
く
消
火
に
全
力
を
そ
そ
い
で
い
る
我
々
の
鼻
先

で
、
我
方
の
砲
弾
が
火
災
に
よ
っ
て
自
爆
を
起
し
た
。
消

火
を
止
め
、
少
し
後
方
（
艦
の
前
部
）
へ
引
く
。
一
分
と

経
た
ぬ
内
、
今
度
は
大
爆
発
。
艦
全
体
に
も
響
く
大
音
響

で
当
艦
の
魚
雷
が
爆
発
、
周
り
の
甲
板
や
高
射
砲
、
機
関

砲
、
及
び
飛
行
甲
板
に
ぶ
ら
下
が
る
形
で
作
ら
れ
て
い
た

後
部
の
全
ポ
ケ
ッ
ト
は
無
く
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
前
、
私

共
十
六
、
七
人
が
飛
び
込
ん
で
い
た
所
は
跡
片
も
な
い
。 

 

ま
た
、
艦
内
放
送
及
び
甲
板
拡
声
器
に
よ
っ
て
「
日
没

ま
で
に
必
ず
火
を
消
す
よ
う
。
ま
た
消
火
用
の
溜
り
水
を

排
出
す
る
よ
う
。
総
員
掛
れ
！
」
「
艦
の
傾
斜
、
現
在
十
度
」

「
艦
の
速
度
は
た
だ
い
ま
二
十
ノ
ッ
ト
、
こ
れ
以
上
は
出
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せ
な
い
」
な
ど
拡
声
器
は
繰
り
返
し
呼
び
掛
け
る
。 

 
火
を
消
す
に
は
放
水
は
止
め
ら
れ
な
い
。
必
死
で
火
の

そ
ば
に
進
ん
で
行
く
。
も
う
一
発
魚
雷
が
ハ
ゼ
れ
ば
、
こ

の
身
は
空
中
に
飛
ば
さ
れ
、
鱶
の
餌
食
さ
。
暗
く
な
る
寸

前
全
艦
内
の
火
は
消
し
止
め
た
。 

 

自
艦
内
の
暴
発
も
止
む
。
し
か
し
艦
の
速
度
は
遅
い
。

せ
い
ぜ
い
十
八
ノ
ッ
ト
位
だ
ろ
う
と
皆
感
じ
て
い
る
。
艦

内
の
水
の
量
は
す
ご
い
。
艦
底
常
備
の
ビ
ル
ヂ
ポ
ン
プ
は

最
大
排
出
の
運
転
、
同
時
に
移
動
式
ポ
ン
プ
二
十
基
が
全

部
出
さ
れ
て
全
開
、
少
し
づ
つ
艦
の
傾
斜
が
少
な
く
な
り

始
め
る
。 

 

や
っ
と
昼
と
夜
の
一
緒
に
な
っ
た
食
事
（
非
常
食
）
を

と
る
。
こ
の
食
事
を
届
け
て
く
れ
る
主
計
さ
ん
に
は
心
か

ら
感
謝
す
る
。
戦
闘
中
は
総
べ
て
の
弾
丸
、
魚
雷
運
び
に

全
員
が
掛
っ
て
、
い
つ
の
間
に
拵
え
る
の
か
。
こ
れ
を
手

伝
う
軍
属
の
「
床
屋
」
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
」
「
ラ
ム
ネ
職

人
」
「
よ
う
か
ん
職
人
」
な
ど
皆
々
一
緒
に
主
計
兵
同
様
弾

運
び
を
す
る
。
そ
の
間
に
米
を
炊
く
、
お
む
す
び
を
作
る
、

艦
内
に
配
っ
て
歩
く
、
艦
の
中
は
階
段
ば
か
り
で
昇
っ
た

り
下
っ
た
り
。
重
量
オ
ー
バ
ー
の
弾
丸
ケ
ー
ス
や
砲
弾
、

食
料
特
に
樽
入
り
漬
物
な
ど
を
一
々
持
ち
上
げ
て
い
た
ら

き
り
が
無
い
。
い
く
ら
力
持
ち
で
あ
っ
て
も
だ
。
い
つ
も

感
謝
し
な
が
ら
食
す
。 

 

病
室
か
ら
連
絡
あ
り
、
負
傷
者
多
く
血
液
が
不
足
、
特

に
Ｂ
型
と
い
う
。
早
速
病
室
へ
行
っ
て
驚
く
。
何
と
や
け

ど
の
人
の
多
い
こ
と
。
次
に
片
腕
片
足
で
あ
る
。
約
五
百

人
の
負
傷
と
聞
く
。
私
は
輸
血
の
た
め
二
〇
〇
㏄
を
二
回

採
ら
れ
る
。
し
ば
ら
く
血
圧
な
ど
調
べ
た
上
、
も
う
二
〇

〇
㏄
良
い
か
と
質
問
さ
れ
る
。
こ
の
多
く
の
軍
人
が
か
く

も
ひ
ど
い
目
に
合
っ
て
い
る
か
。
も
う
二
〇
〇
㏄
、
合
計

六
〇
〇
㏄
結
構
で
す
と
言
い
腕
を
差
し
出
し
た
。
そ
の
間

に
私
の
額
の
カ
ス
リ
傷
や
左
肩
、
右
腕
の
金
属
片
を
取
り

出
し
て
、
充
分
だ
と
は
言
え
な
い
な
が
ら
手
当
と
し
て
ガ

ー
ゼ
で
止
め
て
こ
れ
で
終
わ
る
。
こ
ん
な
軽
い
傷
は
手
を

掛
け
な
い
。 

 
病
室
内
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
水
・
水
・
水
を
く
れ
」
と

力
な
い
声
が
あ
る
。
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
六

人
の
面
倒
を
見
て
、
十
二
時
ま
で
つ
き
合
う
。
衛
生
下
士

290 

官
か
ら
「
有
難
う
、
御
苦
労
」
と
言
わ
れ
、
再
び
血
液
六

〇
〇
㏄
を
採
る
。
明
日
、
作
業
中
に
具
合
悪
く
な
っ
た
ら

病
室
に
来
い
と
申
し
渡
さ
れ
た
。 

 

朝
食
後
す
ぐ
に
飛
行
甲
板
へ
。
す
で
に
二
百
体
ぐ
ら
い

の
戦
死
体
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
先
任
士
官
の
小
島
さ
ん

の
命
に
よ
っ
て
当
十
五
分
隊
（
戦
闘
機
整
備
分
隊
）
員
を

探
す
。
「
見
付
け
た
ら
報
告
せ
よ
」
と
言
わ
れ
て
た
。
当
分

隊
員
七
人
に
よ
っ
て
戦
友
探
し
、
見
付
け
る
と
顔
と
頭
部

を
白
布
で
覆
っ
て
名
札
を
付
け
、
毛
布
を
使
っ
て
全
体
を

巻
き
、
そ
の
上
に
軍
艦
旗
を
巻
き
付
け
る
。
こ
の
「
御
体

を
」
工
作
兵
に
よ
る
急
拵
え
の
滑
り
台
に
安
置
す
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
二
百
体
を
安
置
す
る
。
全
遺
体
分
の
滑
り

台
は
間
に
合
っ
て
い
な
い
。 

 

全
部
の
遺
体
に
軍
艦
旗
が
巻
か
れ
る
と
、
次
々
に
最
後

尾
の
後
甲
板
ま
で
戦
友
達
の
手
で
運
ば
れ
る
。
こ
こ
で
今

度
は
全
遺
体
の
脚
の
ひ
ざ
を
中
心
に
し
て
百
キ
ロ
爆
弾
の

信
管
を
外
し
た
一
個
が
固
定
さ
れ
、
滑
り
台
上
へ
。
こ
う

し
た
準
備
が
整
う
と
、
後
甲
板
に
は
す
き
間
の
無
い
ま
で

下
士
官
、
兵
が
集
う
。
後
甲
板
に
並
び
き
れ
な
い
者
は
機

銃
甲
板
や
高
射
砲
甲
板
に
そ
ろ
う
。
軍
楽
隊
が
演
奏
を
始

め
る
前
ま
で
に
は
、
第
三
航
空
艦
隊
の
司
令
長
官
を
は
じ

め
、
艦
長
、
副
長
、
軍
医
長
以
下
将
官
、
佐
官
、
尉
官
な

ど
が
飛
行
甲
板
の
後
部
に
集
合
し
て
、
「
海
ゆ
か
ば 
水

浸
く
屍
」
の
調
べ
に
合
わ
せ
全
員
合
唱
の
準
備
を
す
る
。 

 

一
方
、
工
作
兵
は
昨
日
来
、
後
甲
板
右
舷
に
作
ら
れ
た

水
葬
礼
用
の
や
ぐ
ら
の
滑
走
路
に
一
遺
体
を
乗
せ
た
滑
り

台
を
置
く
。
副
長
の
合
図
に
よ
っ
て
軍
楽
隊
が
奏
し
、
同

時
に
全
参
加
者
が
敬
礼
と
合
唱
を
す
る
。
滑
り
台
は
静
か

に
滑
っ
て
海
面
す
れ
す
れ
ま
で
、
こ
こ
で
台
は
止
ま
る
。

遺
体
だ
け
が
静
か
に
海
底
に
迎
え
ら
れ
る
。
一
人
づ
つ
官

民
名
を
呼
ば
れ
、
全
員
の
深
い
敬
礼
に
よ
っ
て
送
ら
れ
る
。 

 

南
太
平
洋
ソ
ロ
モ
ン
海
域
の
海
底
を
永
久
の
墓
場
と
し

て
、
眠
り
に
つ
い
て
く
れ
と
「
心
の
叫
び
」
、
次
の
日
も
、

ま
た
次
の
日
も
、
こ
の
よ
う
な
水
葬
礼
が
行
わ
れ
る
。
四

日
目
に
は
艦
の
傾
斜
も
直
り
、
上
甲
板
、
飛
行
甲
板
、
前

後
部
の
飛
行
機
リ
フ
ト
な
ど
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
艦
の

下
甲
板
以
下
残
り
の
区
画
が
大
き
く
、
艦
の
運
用
に
は
充

分
の
力
が
残
っ
た
。
魚
雷
を
全
部
か
わ
し
た
。
こ
れ
が
大
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き
な
手
柄
と
言
え
る
。
し
か
し
な
お
、
艦
の
全
指
揮
を
取

る
艦
橋
は
無
傷
で
こ
れ
が
最
大
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
機

関
、
運
用
、
飛
行
、
整
備
、
な
ど
が
一
丸
と
な
っ
て
猛
特

訓
し
た
毎
日
い
わ
ゆ
る
「
月
月
火
水
木
金
金
」
の
総
合
成

果
と
い
え
る
。 

 

ト
ラ
ッ
ク
島
で
四
日
間
、
応
急
処
置
を
施
し
て
母
港
を

目
指
す
。
も
う
十
一
月
五
日
に
な
っ
て
い
た
。
私
も
気
付

か
ぬ
間
に
十
九
歳
に
な
っ
て
い
た
。 

 

昭
和
十
七
年
十
月
二
十
六
日
、
こ
の
南
太
平
洋
海
戦
に

よ
っ
て
我
が
方
の
空
母
二
隻
は
当
分
使
い
も
の
に
な
ら
ぬ
。

そ
の
上
戦
艦
二
、
巡
洋
艦
三
、
駆
逐
艦
五
を
失
い
、
近
代

戦
の
花
形
飛
行
機
は
、
三
艦
よ
り
発
進
の
約
三
百
機
の
内

百
四
機
が
収
容
出
来
る
「
瑞
鶴
」
一
艦
し
か
残
ら
な
か
っ

た
。 

 

敵
方
の
発
表
通
り
だ
と
、
空
母
二
航
行
不
能
。
撃
破
は

戦
艦
二
、
重
巡
洋
艦
二
、
駆
逐
艦
等
十
五
以
上
と
い
う
。

数
の
上
で
は
勝
利
だ
ろ
う
が
後
続
が
少
々
で
あ
る
。
先
方

は
既
に
空
母
を
五
十
隻
程
も
建
造
中
と
聞
く
。
ま
た
足
の

速
い
巡
洋
艦
と
潜
水
艦
に
切
り
替
え
中
。
当
方
は
大
戦
艦

「
武
蔵
」「
大
和
」
を
御
生
大
事
に
護
っ
て
、
空
母
等
は
消

耗
品
と
思
し
召
し
て
い
る
ふ
し
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
戦

闘
に
お
い
て
も
、
船
足
の
重
い
艦
は
護
衛
の
役
に
立
っ
て

い
な
か
っ
た
。 

 

三
十
八
ノ
ッ
ト
の
艦
を
二
十
五
～
二
十
三
ノ
ッ
ト
の
艦

が
護
れ
る
も
の
か
？ 

そ
の
作
戦
に
お
い
て
、
我
が
国
は

散
開
作
戦
、
米
国
は
輪
形
陣
で
あ
る
。
こ
の
海
戦
の
約
一

年
半
後
、
木
更
津
か
ら
大
型
機
に
乗
っ
て
、
サ
イ
パ
ン
沖

へ
一
回
だ
け
攻
撃
機
に
乗
っ
た
が
、
我
が
方
か
ら
突
っ
込

む
前
か
ら
、
全
艦
船
は
見
事
な
輪
形
陣
で
、
そ
の
百
隻
を

越
え
る
全
艦
船
か
ら
日
本
の
攻
撃
機
に
向
か
っ
て
集
中
砲

火
で
あ
る
。 

 

敵
飛
行
機
の
攻
撃
に
は
足
が
遅
く
て
間
に
合
わ
ず
、
ど

こ
に
い
た
か
判
ら
な
い
よ
う
な
護
衛
は
い
ら
な
い
。
燃
料
、

人
員
の
無
駄
で
あ
っ
た
。
世
界
最
大
の
戦
艦
、
最
大
四
十

六
セ
ン
チ
砲
（
こ
れ
が
左
右
上
下
一
杯
の
角
度
で
動
く
）
、

最
強
の
鉄
鋼
〇
〇
セ
ン
チ
の
船
体
、
何
百
の
隔
壁
、
不
沈

戦
艦
、
上
げ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
ご
自
慢
は
あ
ろ
う
。
し
か
し

船
足
の
遅
い
艦
で
は
、
近
代
戦
に
合
わ
な
い
。 
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こ
の
海
戦
で
我
が
艦
内
に
戦
死
者
約
六
百
、
こ
の
軍
人

は
皆
水
葬
礼
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
。
し
か
し
爆
風
に
飛
ば

さ
れ
た
者
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
私
は
こ
の
一
戦
だ
け
で

七
百
人
は
戦
死
し
た
と
見
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
同
期
の

十
七
志
、
十
四
～
十
九
歳
の
戦
友
六
十
人
が
い
る
。
何
回

も
靖
国
神
社
へ
参
り
、
そ
の
名
を
呼
び
、
手
を
合
わ
せ
、

心
で
強
く
念
じ
て
も
、
返
答
な
ど
無
い
。
小
さ
く
て
も
良

い
、
生
き
残
り
の
元
仲
間
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
祈
祷
所

が
ほ
し
い
。 

 

昭
和
十
七
年
十
二
月
、
艦
の
修
理
最
中
に
艦
長
室
に
安

置
さ
れ
て
い
た
戦
死
者
の
遺
髪
と
遺
爪
を
、
二
人
づ
つ
遺

骨
箱
に
納
め
、
こ
の
中
に
「
翔
鶴
」
の
焼
け
残
っ
た
飛
行

甲
板
の
一
部
五×

七
セ
ン
チ
、
厚
さ
二
・
三
セ
ン
チ
を
良

く
磨
き
、
艦
長
が
「
皇
国
興
廃
有
以
一
戦
」
の

き揮
ご
う亳

を
入

れ
る
。
こ
れ
を
胸
に
抱
き
、
各
戦
死
者
と
同
郷
、
も
し
く

は
近
郷
の
者
が
生
家
に
届
け
る
。 

私
も
長
野
県
諏
訪
市

出
身
で
同
郷
諏
訪
郡
落
合
村
の
久
保
田
君
の
遺
骨
を
持
っ

て
町
葬
の
日
に
届
け
た
。
彼
は
十
七
歳
で
あ
る
。 

 

【
解 

 

説
】 

 

南
太
平
洋
海
戦
は
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
あ
る
ガ
ダ
ル
カ

ナ
ル
島
の
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
、
日
米
双
方
の
機
動
部
隊
が

戦
っ
た
空
母
決
戦
に
よ
る
海
戦
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
南
太
平
洋
海
戦
は
、
米
国
側
で
は
「
サ
ン
タ
ク
ル

ー
ズ
諸
島
海
戦
」
と
呼
称
し
て
い
る
よ
う
に
、
昭
和
十
七

年
十
月
二
十
六
日
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
の
争
奪
戦
が
た
け

な
わ
と
な
っ
て
、
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
諸
島
沖
に
日
米
の
機

動
部
隊
が
激
突
し
て
い
る
。
そ
し
て
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に

お
け
る
日
本
陸
軍
第
二
師
団
の
総
攻
撃
に
呼
応
し
て
起
さ

れ
た
海
戦
で
も
あ
っ
た
。 

 

米
海
軍
の
主
力
は
空
母
「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
」「
ホ
ー

ネ
ッ
ト
」
を
主
力
と
す
る
第
十
六
、
第
十
七
機
動
部
隊
で

あ
る
。
一
方
日
本
側
は
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
雪
辱
を

期
す
南
雲
中
将
が
指
揮
す
る
空
母
・
旗
艦
「
翔
鶴
」
「
瑞
鶴
」

軽
空
母
「
瑞
鳳
」
を
主
力
と
す
る
機
動
部
隊
で
、
こ
の
作

戦
で
は
戦
艦
、
重
巡
等
十
三
隻
の
水
上
艦
艇
を
前
衛
に
置

き
、
更
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
飛
行
場
の
爆

撃
任
務
に
つ
い
て
い
た
空
母
「
隼
鷹
」
を
基
幹
と
す
る
機
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動
部
隊
を
現
場
に
急
行
さ
せ
て
、
南
雲
中
将
の
指
揮
下
に

入
れ
た
。 

 

米
空
母
の
機
動
部
隊
を
策
敵
機
が
発
見
し
た
の
は
十
月

二
十
六
日
の
午
前
四
時
五
十
八
分
、
第
一
次
攻
撃
隊
六
十

二
機
が
発
進
し
て
間
も
な
く
、
第
二
次
攻
撃
隊
四
十
四
機

が
午
前
六
時
十
分
に
発
進
し
た
。 

 

第
一
次
攻
撃
隊
は
午
前
七
時
頃
空
母
ホ
ー
ネ
ッ
ト
を
発

見
し
て
爆
弾
四
発
、
魚
雷
二
本
を
命
中
さ
せ
た
。
第
二
次

攻
撃
隊
は
八
時
二
十
分
頃
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
を
攻

撃
し
爆
弾
三
発
を
命
中
さ
せ
た
。
日
本
海
軍
機
の
攻
撃
を

受
け
た
米
空
母
ホ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
前
衛
部
隊
の
第
二
艦
隊

が
漂
流
中
を
発
見
し
、
駆
逐
艦
の
魚
雷
二
本
に
よ
っ
た
撃

沈
さ
れ
た
。 

 

日
本
側
が
第
一
次
攻
撃
隊
を
発
進
さ
せ
て
間
も
な
く
、

南
雲
部
隊
（
第
一
航
空
戦
隊
）
は
二
機
の
米
索
敵
機
の
接

触
を
受
け
た
。
そ
し
て
索
敵
機
は
爆
弾
を
投
下
、
一
発
が

「
瑞
鶴
」
の
後
部
飛
行
甲
板
に
命
中
し
、
飛
行
機
の
着
艦

が
不
可
能
と
な
り
、
「
瑞
鶴
」
は
戦
列
を
離
れ
た
。 

 

ま
た
体
験
記
執
筆
者
の
乗
る
空
母
「
翔
鶴
」
も
敵
機
の

接
近
を
レ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
察
知
し
、
戦
闘
機
で
邀
撃
し

た
も
の
の
爆
弾
四
発
を
受
け
、
飛
行
甲
板
に
損
傷
を
受
け

た
。 

 

し
か
し
こ
の
海
戦
で
は
、
戦
術
的
に
は
日
本
が
渾
身
の

力
を
絞
っ
て
戦
い
、
か
ろ
う
じ
て
勝
利
を
収
め
た
戦
い
で
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
の
汚
名
を
そ
そ
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
飛
行
機
の
損
失
九
十
二

機
と
い
う
痛
手
を
受
け
た
。
と
く
に
航
空
母
艦
の
損
傷
は
、

帰
還
す
る
味
方
機
の
着
艦
を
阻
害
し
、
そ
し
て
飛
行
機
の

損
耗
は
、
機
数
に
倍
す
る
練
度
の
高
い
搭
乗
員
の
損
失
を

意
味
し
た
。
短
期
間
で
養
成
困
難
な
搭
乗
員
の
損
失
は
、

そ
の
後
の
航
空
作
戦
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な

る
。 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
機
動
部
隊
の
中
央
一
列
の
「
翔
鶴
」

な
ど
空
母
に
続
き
右
舷
に
戦
艦
「
武
蔵
」
以
下
二
隻
、
左

舷
に
も
戦
艦
「
大
和
」
以
下
二
隻
、
前
方
に
「
大
淀
」
な

ど
重
巡
二
、
後
方
に
は
巡
洋
艦
二
、
駆
逐
艦
三
と
い
う
堂
々

た
る
艦
隊
行
動
で
あ
っ
た
が
、
船
足
の
重
い
護
衛
艦
た
ち

は
護
衛
の
役
に
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
三
十
八
ノ
ッ
ト
の
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艦
を
二
十
五
～
二
十
三
ノ
ッ
ト
の
艦
が
護
れ
る
も
の
か
？ 

と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。 

米
国
産 

「
第
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」 

神
奈
川
県 

 

宮 

川 
 
 

績 
 

 

  

戦
後
満
六
十
年
、
な
ぜ
か
先
の
大
戦
で
の
体
験
が
次
々

と
不
思
議
に
よ
み
が
え
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

青
春
を
故
国
存
亡
の
戦
い
に
捧
げ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。

わ
ず
か
八
カ
月
の
海
軍
召
集
で
あ
っ
た
が
、
乗
船
し
た
船

は
、
「
第
一
〇
二
号
哨
戒
艇
」
、
駆
逐
艦
「
初
梅
」
、
駆
逐
艦

「
潮
」
、
そ
し
て
最
後
は
「
第
一
雲
洋
丸
」
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
、
東
京
高
等
商
船

学
校
機
関
科
を
卒
業
、
南
洋
海
運
㈱
に
入
社
し
た
が
、
直

ち
に
海
軍
に
充
員
召
集
さ
れ
、
翌
二
十
年
一
月
六
日
付
で

少
尉
に
任
官
し
、
横
須
賀
海
軍
工
機
学
校
に
て
約
一
カ
月

間
、
海
軍
士
官
と
し
て
の
教
育
を
受
け
た
。 

 

当
時
は
、
現
役
・
召
集
を
問
わ
ず
、
兵
隊
に
行
く
と
き

は
、
必
ず
町
民
が
駅
ま
で
送
り
、
「
バ
ン
ザ
イ
・
バ
ン
ザ
イ
」

と
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
出
征
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
の

行
く
先
は
横
須
賀
で
あ
っ
た
の
で
、
ひ
そ
か
に
出
征
し
よ


